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リエゾンの定義

• 左側の語と右側の語の間で、特に右側の語が母音で始まる場合
に、通常読まれない左側の語の子音字が発音されること。

• petit [p(ə)ti]

• enfant [ɑ̃fɑ̃]

• un petit enfant [p(ə)titɑ̃fɑ̃]



リエゾンの3つのコンテキスト

Durand & Lyche (2008)とPFCホームページの分類を参照。

• 義務的(obligatoire, catégorique)

• 選択的(facultative, variable)

• 禁止的(interdite, erratique)



リエゾンのコンテキスト

Durand & Lyche (2008)とPFCホームページの分類を参照。

• 義務的(obligatoire, catégorique)
(i) 冠詞＋名詞句：les enfants, les autres enfants, un enfant, mon 

enfant

(ii) 前接辞：ils, elles, on, nous, vous ,en

(iii) 後接辞：De quoi parle-t-on? Faut-il travailler? 

(iv) 慣用表現：tout à fait, pot-au-feu, etc... 



リエゾンのコンテキスト

Durand & Lyche (2008)とPFCホームページの分類を参照。

• 選択的(facultative, variable)
(i) 副詞＋形容詞

(ii) 名詞pl＋形容詞pl

(iii) 前置詞＋名詞句

(iv) 動詞＋

Etc… 



リエゾンのコンテキスト

Durand & Lyche (2008)とPFCホームページの分類を参照。

• 禁止的(interdite, erratique)
• 接続詞et の後

• 有声のhの前

• 単数名詞+単数形容詞

• 数詞 cent +

• etc… 



リエゾンの実現に影響する言語内的・言
語外的要因
• 言語内的

• 統語的要因（語と語の結びつきの強さ）

• 語の長さ（単音節？複数音節？）

• 語の使用頻度

• リエゾン子音（[z]=複数性マーカー）

• 言語外的要因
• 地理的要因(diatopique)

• 話者の性別、社会階層、学歴（diastratique) 

• スタイル(diaphasique) 



先行研究（L2）

• Tennant (2015)  → カナダの英語母語話者のフランス語学習者

• 発話スタイルの比較
• Discussion
• Interview
• Reading

• 学習者のプロフィールの違い
• A : 1st year immersion or French school
• B : 1st year Core French
• C : 4th year with study abroad in France
• D : 4th year witout study abroad in France



Tennant (2015) 義務的リエゾン

Spontaneous speech Reading task

A : 1st year immersion or 

French school

94, 2%
(178/ 189)

79, 6%
(39/49)

B : 1st year Core French 81, 0%
(47 / 58)

57, 7%
(15 / 26)

C : 4th year with study abroad 

in France

93, 1%
(81 / 87)

84, 2%
(32 / 38)

D : 4th year witout study 

abroad in France

86, 5% 
(122/ 141)

73, 2%
(30 / 41)



Tennant (2015) 選択的リエゾン

3 tasks

A : 1st year immersion or 

French school

17, 8%
(59/ 331)

B : 1st year Core French 11,6%
(10 / 86)

C : 4th year with study abroad 

in France

19,4%
(31 / 160)

D : 4th year witout study 

abroad in France

11,4%
(24/ 211)



コーパス

• 教科書コーパス：教科書の会話文とその音声
• フランスで出版された教科書：4冊、A1-A2、20473語

• 日本で出版された教科書：12冊、A1-A2、21451語

• 学習者コーパス：2017年～2018年に名古屋外大で録音した自
由会話およびガイド付きインタビュー
• 11人の学習者（留学前の3年生9人、留学後の4年生2人）



リサーチクエスチョン

• 選択的リエゾンについての教科書での規範を同定する（学習者
はどのタイプの選択的リエゾンのコンテクストを最も多く耳に
するのか？）

• 教科書におけるリエゾンの頻度と学習者におけるリエゾンの頻
度の比較を行う（規範は学習者によってどのように習得される
のか？習得されないのか？）

• 仮説：教科書（規範）において実現頻度が高い選択的リエゾン
は学習者の習得も容易である





今後の課題

• コーパスサイズを大きくする。

• 今回は長文テキストの読み上げについては分析しなかったため、
今後はその分析も行う。

• 学習者のリエゾン実現の経年的変化について観察を行う。
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